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光
明
寺
の
先
を
、
第
一
中

学
校
に
向
か
っ
て
登
っ
て
行

く
と
、
光
明
寺
を
見
下
ろ
す

展
望
台
に
着
く
。
前
か
ら
描

き
た
い
と
思
っ
て
い
た
場
所

な
の
だ
が
、
木
が
茂
っ
て
ほ

と
ん
ど
見
え
な
い
状
態
。
う

ろ
う
ろ
と
歩
き
回
っ
て
い
た

ら
、
藪
か
ら
オ
オ
ス
ズ
メ
バ

チ
が
向
か
っ
て
き
た
。
５
セ

ン
チ
は
あ
ろ
う
か
と
い
う
立

派
な
や
つ
。

　
ま
だ
紅
葉
は
始
ま
っ
た
ば

か
り
だ
が
、
傾
く
陽
が
す
べ

て
を
秋
色
に
染
め
て
い
た
。

　
水
彩
画
　
31
×
41 

cm

　
こ
の
秋
は
ワ
ク
ワ
ク
し
て

い
る
。
台
風
が
来
な
か
っ
た

の
で
、
き
っ
と
、
き
っ
と
紅

葉
が
素
晴
ら
し
い
だ
ろ
う
。
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「
光
明
寺
裏
山
よ
り
」

黒
川　

明

鎌倉朝日新聞社
広告をお待ちしています
地域の活性化のためにも

TEL 0467（24）8553
FAX 0467（23）1205

　『
乗
ら
な
い
車
が
あ
る
』

『
安
心
し
て
車
を
売
り
た
い
』

そ
ん
な
人
に
お
勧
め
し
た
い

の
が
、
鎌
倉
で
多
数
の
実
績

を
も
つ
、
車
買
取
店 
「
ハ
ッ

ピ
ー
カ
ー
ズ 

鎌
倉
店
」。

　
大
き
な
店
舗
を
持
た
ず
、

地
域
密
着
の
出
張
査
定
に
特

化
す
る
こ
と
で
、
抑
え
た
経

費
を
買
取
金
額
に
還
元
し
て

い
る
。

　「
最
近
は
、
運
転
を
卒
業

さ
れ
る
方
か
ら
の
ご
相
談
や

お
問
い
合
わ
せ
を
多
く
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
親
切
･
丁

寧
･
確
実
な
対
応
で
安
心
し

て
売
却
で
き
る
地
元
の
車
買

取
店
の
当
店
に
、
お
任
せ
く

だ
さ
い
」
と
坂
野
代
表
。

　
同
店
で
は
他
社
で
査
定
額

が
０
円
と
言
わ
れ
た
車
も
最

低
２
万
円
以
上
で
買
取
る

（
１
６
０
０
cc
以
下
は
５
千

円
以
上
）。
手
続
き
や
車
の

引
き
取
り
も
無
料
。
代
金
は

即
日
現
金
払
い
。
名
義
変
更

の
完
了
通
知
も
送
付
す
る
か

ら
安
心
だ
。

　
ハ
ッ
ピ
ー
カ
ー
ズ 

は
全

国
約
70
店
舗
を
展
開
す
る
車

買
取
専
門
店
。
車
の
売
却
を

考
え
て
い
る
人
は
一
度
、
連

絡
し
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ

う
か
。

　
ハ
ッ
ピ
ー
カ
ー
ズ 

鎌
倉

店
（
七
里
ガ
浜
オ
フ
ィ
ス
）

　
☎
０
４
６
７
・
81
・
４
６

４
１

９
時
〜
21
時
・
定
休
日
な
し

「自動車税の還付手続き
も行います（軽除く）」

車
を
売
り
た
い
と
考
え
て
い
る
方
へ

電
話
一
本
で
無
料
出
張
査
定

地
域
密
着
、安
心
の
車
買
取
店

や
『
責
任
』
を
確
認
し
合
う

た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
必
需
品
。
西
暦
７
０
１
年

の
大
宝
律
令
の
頃
か
ら
受
け

継
い
で
き
た
大
切
な
日
本
文

化
で
あ
り
、
こ
の
独
自
性
を

消
滅
さ
せ
て
は
い
け
な
い
。

国
民
一
人
ひ
と
り
が
、
人
生

の
節
目
で
し
っ
か
り
と
押
せ

る
大
切
な
一
本
を
持
っ
て
欲

し
い
」
と
話
す
。

　
月
野
さ
ん
は
鎌
倉
で
の
開

業
以
来
、「
鎌
倉
ら
し
い
印

章
」
の
開
発
に
力
を
入
れ
て

き
た
。「
鎌
倉
は
、
鶴
岡
八

幡
宮
で
正
月
に
行
わ
れ
る

『
御
判
行
事
』
や
、
神
社
・

寺
院
の
御
朱
印
な
ど
印
章
文

化
が
長
く
根
付
い
て
い
て
、

様
々
な
こ
と
に
取
り
組
め
る

地
域
」
と
い
う
。
今
年
10
月

に
伝
統
鎌
倉
彫
事
業
協
同
組

合
と
連
携
し
た
「
鎌
倉
彫
印

　
押
印
の
機
会
を
減
ら
す
ハ

ン
コ
レ
ス
化
へ
と
日
本
社
会

が
舵
を
切
る
中
、
ハ
ン
コ
文

化
の
大
切
さ
を
訴
え
る
声
も

上
が
っ
て
い
る
。
鎌
倉
市
御

成
町
に
あ
る
印
章
店
「
鎌
倉

は
ん
こ
」
代
表
の
月
野
允

裕
さ
ん
は
、「
日
本
文
化
の

中
に
根
付
い
て
き
た
本
来
の

印
章
の
あ
り
方
を
広
く
知
っ

て
欲
し
い
。
行
き
過
ぎ
た
ハ

ン
コ
レ
ス
化
に
は
弊
害
が
多

い
」
と
語
る
。

　
月
野
さ
ん
は
、
70
年
前
に

奈
良
で
創
業
し
た
印
章
店
の

３
代
目
。
５
年
前
に
鎌
倉
に

店
を
構
え
た
。
以
来
、
欧
米

人
観
光
客
も
多
く
訪
れ
る
人

気
店
と
な
り
、
英
語
の
ハ
ン

コ
を
作
る
機
会
も
増
え
た
。

　
最
近
の
ハ
ン
コ
レ
ス
化
の

動
き
に
つ
い
て
、
月
野
さ
ん

は
「
現
代
の
日
本
社
会
は
、

形
式
化
し
た
押
印
が
増
え
過

ぎ
て
し
ま
っ
た
。
明
ら
か
に

無
駄
で
非
効
率
な
押
印
は
無

く
し
た
方
が
い
い
」
と
一
定

の
理
解
を
示
す
。

　
そ
の
一
方
で
、「
印
章
は

本
来
、
お
互
い
の
『
意
思
』

鑑
」
の
販
売
を
開
始
し
た
。

　
こ
の
印
章
の
材
料
に
は
ツ

ゲ
を
使
用
。
持
ち
手
部
分
に

は
、
鎌
倉
彫
の
職
人
が
サ
ク

ラ
や
ツ
タ
な
ど
の
伝
統
的
意

匠
を
彫
り
、
周
囲
の
漆
も
鎌

倉
彫
の
塗
職
人
が
仕
上
げ
て

い
る
。
２
４ ,

９
８
０
円
か

ら
。
店
頭
か
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト

で
購
入
で
き
る
。
来
店
は
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
で
予
約
制
と

な
っ
て
い
る
。

 

　
22
回
か
ま
く
ら
市
民
活

動
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
10
月

31
日
・
11
月
１
日
の
両
日
鎌

倉
市
台
の
た
ま
な
わ
交
流
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
。

　
１
日
目
は
、
今
回
２
回
目

と
な
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
の
表
彰
式
が
行
わ

れ
た
＝
写
真
下
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

17
の
開
発
目
標
の
１
つ
に
焦

点
を
あ
て
た
写
真
作
品
の
募

過
度
の
ハ
ン
コ
レ
ス
化
に
「
待
っ
た
！
」

集
で
、
約
１
０
０
点
の
応
募

作
品
の
中
か
ら
10
点
が
入

選
。

　
入
賞
者
は
次
の
と
お

り
。
最
優
秀
賞
＝Goal12

曽
我
菜
々
美
、
市
長
賞
＝

Goal3

山
口
依
乗
、
市
議

会
議
長
賞
＝Goal15

小
笠

原
千
秋
、NPO

セ
ン
タ
ー

賞
＝Goal11

ゲ
ス
ト
ハ
ウ

ス
彩
鎌
倉
、
鎌
倉
朝
日
新

聞
社
賞
＝Goal2

長
原
桂
、

鎌
倉
ユ
ネ
ス
コ
協
会
賞
＝

Goal4

野
口
稔
、
高
徳
院
賞

＝Goal16

橋
本
等
、
優
秀

賞
＝Goal8

佐
藤
み
な
こ

Goal13

望
月
高
明Goal14

悦
田
和
久(

敬
称
略)

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
写
真
展
、
市
民
活
動
登

録
団
体
の
紹
介
パ
ネ
ル
、
鎌

倉
の
海
や
山
の
産
物
で
作
っ

た
オ
ブ
ジ
ェ
が
展
示
さ
れ
、

鎌
倉
の
ま
ち
づ
く
り
や
み
ど

り
、
共
創
、
観
光
を
考
え
る

話
し
合
い
が
市
役
所
の
担
当

　
長
年
使
っ
て
い
る
お
椀
の

漆
が
は
げ
て
し
ま
っ
た
、
ヒ

ビ
が
入
っ
て
し
ま
っ
た
」
な

ど
で
お
悩
み
の
方
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
。

　
伝
統
鎌
倉
彫
事
業
協
同
組

合
（
鎌
倉
彫
工
芸
館
）
が
12

月
１
日
か
ら
鎌
倉
彫
製
品
、

及
び
漆
器
類
の
漆
再
加
工
、

破
損
、
ヒ
ビ
な
ど
の
修
復
の

相
談
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
た
。

　
鎌
倉
彫
を
末
永
く
愛
用
し

て
ほ
し
い
、
長
年
自
宅
な

ど
で
保
管
さ
れ
て
い
る
鎌

倉
彫
製
品
を
見
直
し
て
ほ

し
い
と
始
め
た
サ
ー
ビ
ス

で
、
受
付
は
火
曜
か
ら
金
曜

午
前
10
時
～
午
後
４
時
。
☎

０
４
６
７
・
23
・
０
１
５
４

メ
ー
ルinfo@kamakurab

ori.or.jp

「鎌倉彫印鑑」を手に月野さん

課
と
市
民
活
動
団
体
ら
の
間

で
行
わ
れ
た
。

　「
鎌
倉
×
観
光
×
教
育
」

と
題
し
た
鎌
倉
市
観
光
協
会

・
大
津
定
博
専
務
理
事
と
公

文
国
際
学
園
の
齋
藤
亮
次
教

諭
の
ト
ー
ク
で
は
、
鎌
倉
の

特
色
や
魅
力
、
観
光
の
課
題

が
あ
が
っ
た
＝
写
真
左
上
。

参
加
者
の
鎌
倉
生
ま
れ
鎌
倉

育
ち
の
年
配
者
は
、
御
谷
騒

動
を
例
に
あ
げ
、
鎌
倉
は
住

民
が
力
を
合
わ
せ
て
ま
ち
づ

く
り
を
し
て
い
る
と
話
し
、

鎌
倉
の
海
で
清
掃
活
動
を
し

て
い
る
大
学
生
グ
ル
ー
プ
は

住
ん
で
い
る
人
の
つ
な
が
り

が
強
い
の
が
鎌
倉
の
魅
力
、

自
然
を
子
ど
も
世
代
に
残
し

た
い
と
思
い
を
語
っ
た
。 

　
日
本
の
伝
統
や
職
人
の
技

が
生
き
る
こ
だ
わ
り
の
道
具

や
食
品
の
品
揃
え
が
人
気
の

セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
「
紡つ

む
ぎ氣
」

が
、
店
舗
２
階
に
市
民
向
け

の
サ
ロ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
開
設

し
た
。

　
昨
年
７
月
逗
子
郵
便
局
前

に
開
業
し
た
同
店
は
、
顧
客

と
の
何
気
な
い
会
話
の
中
か

ら
特
技
や
知
識
を
持
つ
高
齢

者
が
多
い
こ
と
に
気
づ
き
、

発
表
や
交
流
が
で
き
る
場
を

作
れ
な
い
か
と
発
案
。

　
11
月
に
は
「
逗
子
の
古
い

写
真
と
古
い
話
」
と
題
し
た

明
治
～
昭
和
の
市
内
の
風
景

が
伝
わ
る
写
真
展
を
企
画
し

た
。
集
め
ら
れ
た
約
２
０
０

枚
の
写
真
は
、
詰
め
か
け
た

海
水
浴
客
で
芋
洗
い
状
態
の

逗
子
海
岸
や
、
現
在
の
ロ
ー

ド
オ
ア
シ
ス
付
近
に
あ
っ
た

水
族
館
、
夏
場
だ
け
の
遊
園

地
コ
ニ
ー
ラ
ン
ド
、
商
店
街

や
学
校
、駅
前
の
様
子
な
ど
、

当
時
を
知
る
人
に
は
懐
か
し

く
、
若
い
世
代
は
往
時
の
賑

わ
い
に
驚
く
人
も
多
か
っ
た

と
い
う
。
週
末
に
は
ゲ
ス
ト

を
招
い
た
座
談
会
も
あ
り
、

７
日
に
は
木
工
芸
職
人
の
坐ざ

間ま

藤と
う
ご
ろ
う

五
郎
さ
ん
（
79
）
が
登

壇
。
元
禄
期
か
ら
農
業
や
材

木
商
を
営
み
な
が
ら
七
代
続

く
坐
間
家
の
歴
史
や
、
横
須

賀
海
軍
工
廠
の
技
手
で
、
生

ま
れ
た
ば
か
り
の
息
子
を
残

し
亡
く
な
っ
た
父
の
日
記
や

家
訓
が
披
露
さ
れ
、
家
族
を

思
う
父
の
言
葉
を
胸
に
生
き

て
来
た
藤
五
郎
さ
ん
に
参
加

者
も
共
感
。
逗
子
の
昔
の
様

子
な
ど
を
語
ら
い
あ
っ
た
＝

写
真
。

　
同
サ
ロ
ン
で
は
買
物
途
中

で
も
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
よ

う
２
０
０
円
で
日
本
茶
と

コ
ー
ヒ
ー
も
提
供
。
高
野
博

子
店
長
（
57
）
は
「
こ
の
店

を
通
し
て
人
の
つ
な
が
り
が

生
ま
れ
れ
ば
」
と
今
後
も
市

民
の
た
め
に
役
立
つ
企
画
や

季
節
に
合
わ
せ
た
催
し
を

行
っ
て
い
く
と
い
う
。 （
Ｋ
）

　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

（
木
曜
定
休
）
☎
０
４
６
・
８

７
６
・
５
０
１
１

　鎌
倉
彫

　
リ
メ
イ
ク

　
　
無
料
相
談

明
治
～
昭
和
の
逗
子
の
写
真
展

木
工
職
人
が
当
時
語
る
ト
ー
ク
も

写
真
展
や
ま
ち
づ
く
り
の
ト
ー
ク

鎌
倉
市
民
活
動
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ハ
ン
コ
の
あ
り
方
伝
え
る
店「
鎌
倉
彫
印
鑑
」発
売


